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国いいなりの行政や議会でいいのか 
～住民の立場でスジを通す日本共産党～ 

 

この制度の開始から２年間、町民か

ら好評を得ている事業です。大森議員

は一般質問で、この制度の継続、拡充

を求めました。 

１０倍の経済効果 
町の交付金額 8,000 万円、事業費は

７億 9,000 万円、つまり町の補助金の

約 10 倍の経済効果が上がったという

ことです。 

３者が満足の制度 
補助金はお買物券で交付されるの

で、町内の商店の売り上げにも貢献し

ています。 
利用者には15％の補助、業者には仕

事おこし、商店の売り上げアップ。３

者が満足できる制度です。 

さらに継続を 
今年度1 年間、延長継続しながら、

内容を検討するとのことですが、不景

気が続く中、1 年と言わず、さらに継

続する価値のある制度です。 

 
３
月
議
会
か
ら 

 
 
 
 

 

 

 

 

引
き
下
げ
に
道
理
な
し 

 

安
倍
政
権
の
生
活
保
護
費
削
減
の
口

実
…
①
不
正
受
給 →

実
際
は
、
生
活
保

護
費
全
体
の
わ
ず
か
０
．
４
％ 

②
物

価
の
下
落→

実
際
は
、
物
価
下
落
の
要

因
は
パ
ソ
コ
ン
・
ビ
デ
オ
な
ど
の
下
落
。

水
光
熱
費
・
食
料
な
ど
生
活
必
需
品
は

上
昇
。 

③
低
所
得
世
帯
と
の
生
活
水
準

の
比
較→

実
際
は
、
最
低
生
活
費
は
、

ど
の
算
定
方
法
で
も
生
活
保
護
基
準
よ

り
も
高
い
。
逆
に
保
護
基
準
は
上
げ
る

の
が
筋
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
活
保
護
の
実
態 

生
活
保
護
利
用
者
は
全
国
で
２
１
０

万
人
。
で
も
、
こ
れ
は
保
護
を
必
要
と

す
る
人
の
１
５
％
だ
け
。 

※
イ
ギ
リ

ス
は
９
０
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
９
２
％ 

戦
後
、
生
活
保
護
基
準
が
下
が
っ
た

の
は
２
０
０
３
年
の
０
．
９
％
、
０
４

年
の
０
．
２
％
だ
け
。
今
回
は
３
年
で

７
．
３
％
と
い
う
大
幅
カ
ッ
ト
。
こ
れ

で
は
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
す
る
の
み
。 

し
か
も
、
最
低
賃
金
、
就
学
援
助
、

保
育
料
な
ど
に
も
悪
影
響
が
及
ぶ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

町
長
の
答
弁 

 

「
時
代
に
合
っ
た

適
切
な
基
準
が
築
か

れ
る
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
見
守
る
。」 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                    

 
政
府
は
、
１
０
月
か
ら
、
３
年
間
で

２
．
５
％
の
年
金
削
減
を
し
ま
す
。 

 

多
く
の
高
齢
者
、
と
く
に
国
民
年
金

受
給
者
は
、
わ
ず
か
の
年
金
が
さ
ら
に

減
額
さ
れ
る
た
め
、
生
活
が
ひ
っ
迫
し

ま
す
。 

 

こ
れ
も
、
引
き
下
げ
の
道
理
は
あ
り

ま
せ
ん
。
去
年
の
衆
議
院
解
散
の
日
に
、

ろ
く
な
審
議
を
せ
ず
成
立
さ
せ
た
暴
挙

の
産
物
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
域
経
済
に
も
悪
影
響 

 

２
．
５
％
の
削
減
は
、
大
山
町
の
高

齢
者
か
ら
１
億
８
千
万
円
の
収
入
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
町
の
経

済
に
悪
影
響
を
与
え
、
町
の
税
収
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。 

議
会
は 

 

年
金
者
組
合
か
ら
の
「
削
減
中
止
」

の
陳
情
を
不
採
択
。 
 

採
択
に
賛
成
し
た
の
は
、
大
森
議
員

の
み
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｊ
Ａ
な
ど
農
業
団
体
・
医
師
会
・
多
数

の
自
治
体
な
ど
は
、「
開
国
」
で
は
な
く

「
壊
国
」
に
な
る
と
し
て
、
反
対
し
て
き

ま
し
た
。
な
ぜ
か
。 

 

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
、

「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
が
原
則
。
そ
う

な
れ
ば
、
安
い
農
産
物
が
流
入
し
、
米

作
・
酪
農
・
畜
産
な
ど
の
農
業
は
大
打
撃
。

大
山
町
の
農
業
生
産
額
は
半
減
。
香
取
は

消
滅
。
食
料
自
給
率
は
１
０
％
台
に
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

農
業
が
す
た
れ
ば
、
国
土
や
環
境
の
荒

廃
を
招
く
。 

 

非
関
税
障
壁
も
撤
廃
さ
れ
、
食
の
安

全
、
国
民
皆
保
険
制
度
、
地
域
経
済
な
ど

も
脅
か
さ
れ
る
。 
 

去
年
の
総
選
挙
で
、
ほ
と
ん
ど
の
自
民

党
議
員(

２
０
０
名
以
上)

が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反

対
」
を
公
約
。 

安
倍
首
相
は
、
公
約
を
破
り
、
ア
メ
リ

カ
い
い
な
り
、
財
界
の
利
益
優
先
で
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の 

参
加
を
推
進 

し
て
い
ま
す
。 

 

議
会
は 

 

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
断
念
を
求
め

る
」
陳
情
を
不
採
択
。 

 

採
択
の
賛
成
討
論
を
し
た
の
は
、
大
森

議
員
の
み
。
採
決
で
賛
成
し
た
の
は
、
大

森
議
員
と
他
に
２
名
だ
け
で
し
た
。 

 
 

 
     
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

議
会
は 

 

「
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
し
な

い
こ
と
」
を
求
め
る
陳
情
を
不
採
択
。 

 

採
択
に
賛
成
し
た
の
は
、
大
森
議
員
の

み
で
し
た
。 



 

 

 

安
倍
政
権
が
狙
う
、
労
働
分
野
の

規
制
緩
和
は
、
想
像
を
絶
す
る
も

の
だ
。
解
雇
の
金
銭
解
決
、
事
務
系

労
働
者
の
労
働
時
間
規
制
除
外
に

よ
る
残
業
代
不
払
い
、
正
社
員
の
中

に｢
限
定
正
社
員｣

と
い
う
〝
名
ば

か
り
正
社
員
〟
を
つ
く
り
、
解
雇
し

や
す
く
す
る
。 

 
｢

追
い
出
し
部
屋｣
な
ど
で
解
雇
さ

 

国
と
地
方
の
借
金
は
約
１
０
０
０
兆

円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
の
お
よ

そ
２
０
０
％
、
ダ
ン
ト
ツ
の
世
界
一
。

終
戦
直
前
の
悪
夢
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。
爆
発
寸
前
の
時
限
爆
弾
を
抱
え

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は｢

ど
こ
吹

く
風｣

、
借
金
頼
み
の
大
型
公
共
事

業
の
浪
費
に
カ
ジ
を
き
っ
た
安
倍
政

権
、
財
政
危
機
は
未
体
験
ゾ
ー
ン
に

突
入
で
す
。 

 

し
か
も
、
公
共
事
業
で
形
だ
け
景
気

回
復
さ
せ
、
消
費
税
を
増
税
、
ま
た
、

そ
れ
を
財
源
に
ム
ダ
な
公
共
事
業
に

つ
ぎ
込
む
、
こ
れ
で
は
財
政
の
底
が
抜

け
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

１
９
８
５
年
プ
ラ
ザ
合
意
で
円

高
不
況
に
。
日
銀
は
湯
水
の
よ

う
に
資
金
を
供
給
し
、
バ
ブ
ル

に
な
り
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
は
必

ず
は
じ
け
ま
す
。 

 

日
銀
と
政
府
は
結
託
し
て
、
バ

ク
チ
経
済
の
旗
振
り
に
。
投
機

に
よ
る
バ
ブ
ル
の
再
来
で
す
。 

賃
金
や
年
金
は
下
が
る
の
に
、
物

価
が
上
が
り
、
消
費
税
が
２
倍
に
な

る
。
こ
ん
な
ム
チ
ャ
な
こ
と
は
な
い
。

家
計
は
ズ
タ
ズ
タ
に
な
る
で
し
ょ

う
。
国
民
の
所
得
を
増
や
す
政
治
こ

そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

れ
た
労
働
者
の
再
雇
用
を
請
け

負
う
の
が
リ
ス
ト
ラ
請
負
会
社
だ

そ
う
だ
。
こ
う
い
っ
た
労
働
分
野

の
規
制
緩
和
が
実
施
さ
れ
た
ら
、

正
社
員
を
大
量
に
採
用
し
、
大
量

に
使
い
つ
ぶ
す
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

が
激
増
し
ま
す
。
財
界
の
身
勝
手

の
〝
極
み
〟
と
は
こ
の
こ
と
で

す
。 
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